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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第３四半期連結
累計期間

第60期
第３四半期連結
累計期間

第59期

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日

自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日

自 平成28年10月１日
至 平成29年９月30日

売上高 （百万円） 92,402 100,423 123,538

経常利益 （百万円） 8,647 10,636 11,017

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 5,346 6,582 7,171

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 5,953 6,592 7,857

純資産額 （百万円） 74,925 90,281 77,017

総資産額 （百万円） 156,364 183,630 159,413

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 204.35 247.68 275.79

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 204.17 247.48 275.55

自己資本比率 （％） 46.1 47.2 46.4

 

回次
第59期

第３四半期連結
会計期間

第60期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 30.50 27.79

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

（レンタル関連事業）

　平成29年10月４日付で、当社はNORTH FORK PTY LTDの発行済株式の80％を取得し、同社及びその子会社２社を連

結子会社としております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

西尾レントオール株式会社(E04848)

四半期報告書

 3/19



３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成29年10月１日から平成30年６月30日）におけるわが国経済は、原材料価格

上昇や米国と各国の貿易摩擦の激化リスク等、先行きに不透明感はあるものの、海外経済の回復を背景に、輸

出や生産は比較的堅調に推移し、景気は回復基調が続きました。

建設業界においては、一部の土木現場で遅れが見られるものの、首都圏の再開発工事や各地での工場・物流

倉庫の新築工事、高速道路建設工事等がますます活発化してまいりました。

このような状況下、当社グループ（当社及び連結子会社）は、中期経営計画“Beyond 2020”を基に、持続

的成長可能なビジネスモデル構築に向け、ICT施工・i-Constructionやインフラメンテナンス、プラント工事

を中心とした国内市場の深耕、海外市場の規模拡大、ITを活用した事業インフラの革新に取り組んでまいりま

した。

その結果、売上高は100,423百万円（前年同四半期比108.7％）、営業利益10,794百万円（同124.1％）、経

常利益10,636百万円（同123.0％）、親会社株主に帰属する四半期純利益6,582百万円（同123.1％）となりま

した。なお、EBITDAは29,227百万円（同108.3％）と引続き増加となりました。

 

なお、当社及び一部の連結子会社は、第１四半期連結会計期間より貸与資産等の減価償却方法を定額法に変

更しているため、当連結会計年度（通期）の利益が増加する見込みですが、一時償却資産への積極投資を当期

の業績予想に織込んでおり、実質的な当連結会計年度(通期)の利益影響額は848百万円を見込んでおります。

 

また、先般発生した平成30年７月豪雨については、西尾レントオール㈱内の被災各地に現地対策本部を、関

西支店にバックアップのための対策本部を設置し、情報収集及び被災地の復旧に向け最優先で資機材を供給す

るよう尽力しております。

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①レンタル関連事業

道路・土木関連分野では、一部遅れはあるものの、高速道路の新設工事やリフレッシュ工事が売上に寄与し

ました。ICT施工・i-Constructionでは、地元開拓の継続により、地元ユーザーの拡大や小規模工事への拡が

りも見られ、ICT関連売上の増加につながりました。

建築・設備関連分野では、首都圏の再開発工事がピークに向け拡大しており、高所作業機や揚重機を中心に

売上を伸ばしました。また、全国的に工場や物流倉庫等の新築工事が活況を呈する他、プラント工事は、新設

工事・定期修繕工事共に、売上が拡大し始めました。

イベント・産業界関連分野では、スポーツ競技等の大型イベントの会場設営において、大型テントやLED大

型ビジョン等が売上に貢献しました。

その結果、売上高は97,637百万円（前年同四半期比108.8％）、営業利益10,479百万円(同124.0％)となりま

した。

 

②その他

自動車・建設機械向けピン類の売上は引き続き好調な他、大型土木現場に対するセグメント運搬台車を中心

に売上を伸ばしました。

その結果、売上高は2,785百万円（前年同四半期比104.7％）、営業利益276百万円(同148.7％)となりまし

た。

 

（２）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更

はありません。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,335,700

計 51,335,700

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 28,391,464 28,391,464
㈱東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

であります。

計 28,391,464 28,391,464 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

　　　された株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 28,391,464 － 8,100 － 9,410

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  358,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　28,000,700 280,007 －

単元未満株式 普通株式　　　32,564 － －

発行済株式総数  28,391,464 － －

総株主の議決権 － 280,007 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

西尾レントオール㈱
大阪市中央区東心

斎橋１丁目11－17
358,200 － 358,200 1.26

計 － 358,200 － 358,200 1.26

　（注）当第３四半期会計期間末の自己株式数は、358,200株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合1.26％）であ

ります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年10月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は平成30年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,481 26,393

受取手形及び売掛金 ※３ 35,136 ※３ 37,252

商品及び製品 741 1,881

仕掛品 1,193 1,819

原材料及び貯蔵品 923 1,132

その他 7,353 12,906

貸倒引当金 △214 △214

流動資産合計 66,616 81,171

固定資産   

有形固定資産   

貸与資産（純額） ※１ 52,363 ※１ 58,323

土地 23,835 24,215

その他（純額） 11,949 13,206

有形固定資産合計 88,148 95,745

無形固定資産   

のれん 390 1,771

その他 465 1,168

無形固定資産合計 855 2,940

投資その他の資産   

その他 4,031 4,050

貸倒引当金 △238 △277

投資その他の資産合計 3,793 3,772

固定資産合計 92,797 102,458

資産合計 159,413 183,630

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 18,451 21,117

短期借入金 2,906 2,481

1年内返済予定の長期借入金 2,621 3,485

1年内償還予定の社債 1,498 589

リース債務 9,928 10,530

未払法人税等 2,299 1,642

賞与引当金 2,011 1,427

役員賞与引当金 115 106

その他 15,748 18,461

流動負債合計 55,582 59,842
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

固定負債   

社債 847 1,116

長期借入金 4,306 7,495

リース債務 19,440 22,315

役員退職慰労引当金 204 209

退職給付に係る負債 710 698

資産除去債務 704 736

その他 602 932

固定負債合計 26,814 33,505

負債合計 82,396 93,348

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,048 8,100

資本剰余金 7,331 9,605

利益剰余金 64,910 70,037

自己株式 △4,637 △1,065

株主資本合計 73,652 86,678

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 217 176

繰延ヘッジ損益 40 △1

為替換算調整勘定 28 △181

その他の包括利益累計額合計 286 △5

新株予約権 31 30

非支配株主持分 3,047 3,577

純資産合計 77,017 90,281

負債純資産合計 159,413 183,630

 

EDINET提出書類

西尾レントオール株式会社(E04848)

四半期報告書

 9/19



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 92,402 100,423

売上原価 54,870 58,521

売上総利益 37,531 41,902

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 36 70

給料及び賞与 11,478 12,237

賞与引当金繰入額 1,237 1,368

役員賞与引当金繰入額 89 106

退職給付費用 256 295

役員退職慰労引当金繰入額 17 22

その他 15,717 17,007

販売費及び一般管理費合計 28,833 31,107

営業利益 8,698 10,794

営業外収益   

受取利息 40 34

受取配当金 15 13

持分法による投資利益 8 －

為替差益 42 －

その他 356 406

営業外収益合計 463 454

営業外費用   

支払利息 464 509

為替差損 － 43

その他 48 58

営業外費用合計 513 611

経常利益 8,647 10,636

特別利益   

固定資産売却益 36 17

投資有価証券売却益 11 －

特別利益合計 47 17

特別損失   

固定資産除売却損 42 73

特別損失合計 42 73

税金等調整前四半期純利益 8,652 10,581

法人税、住民税及び事業税 2,989 3,532

法人税等調整額 126 155

法人税等合計 3,115 3,687

四半期純利益 5,536 6,893

非支配株主に帰属する四半期純利益 189 310

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,346 6,582
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年10月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 5,536 6,893

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 96 △40

繰延ヘッジ損益 33 △41

為替換算調整勘定 286 △218

その他の包括利益合計 416 △300

四半期包括利益 5,953 6,592

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,687 6,291

非支配株主に係る四半期包括利益 265 301
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　第１四半期連結会計期間より、平成29年10月４日付で株式を取得したNORTH FORK PTY LTD及びその子会社２社

を連結の範囲に含めております。

 

（会計方針の変更）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　従来、当社及び一部の連結子会社は、平成10年４月１日以降に取得した建物（貸与資産として計上されてい

る建物を含む）及び平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物以外の有形固定資産（リース資

産を除く）（以下「貸与資産等」）については主として定率法を採用しておりましたが、第１四半期連結会計

期間より定額法に変更しております。

　当社は、近年における市場環境を背景に、より市場ニーズの高い貸与資産への投資の拡大と市場深耕を主要

な骨子として立案した中期経営計画”Beyond 2020”（平成30年９月期～平成32年９月期対象）を平成29年11月

に公表しております。これを契機として、貸与資産等の今後の使用状況を検討した結果、貸与資産等は長期に

渡り安定的に稼動すると見込まれました。

　当社及び一部の連結子会社は、これまでの市場環境及び事業戦略をふまえ、従来は貸与資産等について定率

法を採用してきましたが、上記の今後の使用状況を勘案した結果、定額法を採用することにより、使用実態を

適切に反映し合理的な費用配分を行うことができるものと判断いたしました。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益は、それぞれ2,347百万円増加しております。なお、セグメント情報に与える影響につい

ては、当該箇所に記載しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１．貸与資産に含まれるリース資産（純額）

 
前連結会計年度

（平成29年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

 26,274百万円 29,430百万円

 

　２．受取手形裏書譲渡高及び受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成29年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形裏書譲渡高 175百万円 225百万円

受取手形割引高 138 29

 

※３．期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。なお、

当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

（平成29年９月30日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年６月30日）

受取手形 366百万円 454百万円

裏書手形 47 40

割引手形 11 10

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年10月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 15,963百万円 14,821百万円

のれんの償却額 80 259
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月20日

定時株主総会
普通株式 1,523 57.00 平成28年９月30日 平成28年12月21日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年10月１日　至　平成30年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年12月20日

定時株主総会
普通株式 1,455 57.00 平成29年９月30日 平成29年12月21日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動

　当社は、平成30年２月19日開催の取締役会決議に基づき、平成30年３月６日を払込期日とする有償一般募集

による増資により普通株式974,000株の発行及び自己株式1,200,000株の処分を行いました。また、平成30年３

月28日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当）によ

る増資により普通株式326,100株を発行いたしました。

　これらにより、当第３四半期連結累計期間において資本金が2,052百万円、資本剰余金が2,273百万円増加

し、自己株式が3,572百万円減少した結果、当第３四半期連結会計期間末においては、資本金が8,100百万円、

資本剰余金が9,605百万円、自己株式が1,065百万円となっております。
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（セグメント情報）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年10月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 
報告

セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３ 

レンタル関連
事業

売上高      

外部顧客への売上高 89,741 2,660 92,402 － 92,402

セグメント間の内部売上高
又は振替高

17 220 238 △238 －

計 89,759 2,881 92,640 △238 92,402

セグメント利益 8,454 186 8,640 57 8,698

（注）１．「その他」区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鋲螺類の製造、建設工事

用機械の製造、保険・不動産賃貸業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額57百万円には、セグメント間取引消去57百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年10月１日 至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 
報告

セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３ 

レンタル関連
事業

売上高      

外部顧客への売上高 97,637 2,785 100,423 － 100,423

セグメント間の内部売上高
又は振替高

38 380 419 △419 －

計 97,675 3,166 100,842 △419 100,423

セグメント利益 10,479 276 10,756 37 10,794

（注）１．「その他」区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鋲螺類の製造、建設工事用

機械の製造、保険・不動産賃貸業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額37百万円には、セグメント間取引消去37百万円が含まれております。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　会計方針の変更に記載の通り、従来、当社及び一部の連結子会社は、平成10年４月１日以降に取得

した建物（貸与資産として計上されている建物を含む）及び平成28年４月１日以降に取得した建物附

属設備及び構築物以外のその他の有形固定資産（リース資産を除く）については主として定率法を採

用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合と比べ、当第３四半期連結累計期間のセグメント利益

は、「レンタル関連事業」が2,328百万円、「その他」が19百万円それぞれ増加しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「レンタル関連事業」セグメントにおいて、NORTH FORK PTY LTDの株式を取得し、同社を当社の連結子会

社としたことにより、のれんが1,784百万円増加しております。

なお、取得原価の配分が完了していないため、のれんの金額は暫定的に算出された金額です。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年10月１日
至　平成29年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年10月１日
至　平成30年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 204円35銭 247円68銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
5,346 6,582

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
5,346 6,582

普通株式の期中平均株式数（株） 26,164,450 26,577,761

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 204円17銭 247円48銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
△0 △0

（うち子会社の発行する潜在株式に係る影響額

（百万円））
(△0) (△0)

普通株式増加数（株） 19,894 19,896

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

 　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月６日

西尾レントオール株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 市之瀬　申　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大谷　智英　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西尾レントオー

ル株式会社の平成29年10月１日から平成30年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年４月１日

から平成30年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年10月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西尾レントオール株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載されているとおり、従来、会社及び一部の連結子

会社は、平成10年４月１日以降に取得した建物（貸与資産として計上されている建物を含む)及び平成28年４月１日以降

に取得した建物附属設備及び構築物以外の有形固定資産（リース資産を除く）については主として定率法を採用していた

が、第１四半期連結会計期間より定額法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。
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利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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